
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対応状況 

 ○ 関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 対応の経過 

 

 

 

 

 

 

問題の把握 
 小学生の頃から欠席しがちであり、中学校入学後も 5 月上旬から欠席日数が増え始め、2 学期になり不登
校の状態となった。第 1学年、第 2学年時は学級担任が家庭訪問を行っても本人と会えることが少なかった。
第 3学年になり、学級担任とも会える回数が増え、進学も意識するようになった。 
 保護者が経済的なことを理由に、当該生徒に関わろうとしないことや、進級・進学についても積極的に取
り組めないなど、当該生徒の家庭環境等にも課題があった。 

不登校の問題を速やかに解消するためのポイント 

・関係機関との連携を早期に構築し、校内ケース会議、子育て支援ネットワーク会議の開催など連携

組織を効果的に活用し、校内支援体制の充実を図る。 

・学校だけではなく、関係機関からも家庭訪問を行い、当該生徒や家庭の状況を見極めて適切な段階

で登校刺激を与える。 

状況の把握 

◇小学校高学年の時にも不登校の時期があった。◇中学校入学時から不登校傾向があった。 
◇小学校時代の友だちとは遊ぶことができる。◇不登校の間、小学校の行事に友だちと一緒に行く。  
◇部屋に一人でいることが多く、家族と接するが会話は少ない。 
◇家族も当該生徒への接し方で苦慮している。 

生徒・保護者への対応 

◇当該生徒の進学先と登校

時の支援方法の決定 

◇ケース会議の実施 

◇保護者への対応策の検討 

◇今後の対応の説明 

関係機関との連携 

◇SSW を活用した関係機関
との連携の推進 

◇教育相談所、民生委員、福

祉課等による保護者への支
援の充実 

◇支援の具体的な方策と方
向性の共通理解 

校内体制の強化 

◇学習支援、実態把握、保護
者との連携 

◇学年教員と担任による家

庭訪問 
◇生徒指導部長による全体
把握、管理職との連携推進 

◇関係機関の保護者への支

援の充実を図り、安定した

生活基盤の構築 

◇進学先の情報の共有化に

よる継続的な登校支援の

推進 

状況の解消 
再発防止への取組 

叔父 母 

兄 当該生徒 

市子ども課 

学校教育課 

市 福 祉 課 

福祉ケース 
ワ ー カ ー 

社 会 福 祉 
協 議 会 

小学校同級生 

教育相談所 

民生児童委員 

S S W 

地 域 ・ 関 係 機 関 
担 任 教 頭 

高等学校 

担 任 校 長

担 任 

教 頭 

中 学 校 

子育て支援ネットワーク 

支援サポートチーム 

祖母 ・関わりが普通 

・関わりが強い 

・関わりがストレス 

・連携 

・指導・支援 

不登校児童生徒への対応事例８（中学校第３学年男子） 

～関係機関との連携と校内体制の強化～ 


